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建設水道常任委員会 

 

平成２７年１２月８日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎宮﨑 和彦    ○木澤 正男     小林  誠 

     中川 靖広     小村 尚己     井上 卓也 

     中 西 議 長 

 

２．理事者出席者 

町     長  小城 利重    副 町 長  池田  

総 務 部 長  植村 俊彦    都市建設部長  藤川 岳志 

建 設 課 長  本庄 德光    同 課 長 補 佐         岡村 智生 

観光産業課長  井上 貴至    同 課 長 補 佐         手塚  仁 

都市整備課長         松岡 洋右    同 課 長 補 佐         井戸西 豊 

課 長 補 佐  関口  修    上下水道部長         谷口 裕司 

上水道課長補佐  扇田 一弘    上水道課長補佐  猪川 恭弘 

下 水 道 課 長  上田 俊雄    同 課 長 補 佐  上埜 幸弘 

     

３．会議の書記 

    議会事務局長         寺田 良信    同   係   長         大塚 美季 

 

４．審査事項 

    別紙のとおり 
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下水道課
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下水道課

長 

 

開会（午前９時） 

署名委員 小村委員、井上委員 

 

おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまより建設水道常任委員会を

開会いたします。 

それでは、本日の会議を開きます。 

初めに、町長の挨拶をお受けいたします。 小城町長。 

 

  （ 町長挨拶 ） 

 

それでは最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたしま

す。 

署名委員に、小村委員、井上委員のお２人を指名いたします。両委員

にはよろしくお願いいたします。 

本日の審査案件は、お手元に配付しておりますとおりでございます。 

初めに、本会議からの付託議案についてであります。 

まず初めに、（１）議案第５８号 平成２７年度斑鳩町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 上田下水道課長。 

 

それでは、議案第５８号 平成２７年度斑鳩町公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）について、ご説明申しあげます。 

まず初めに、議案書を朗読させていただきます。 

 

   （ 議案書朗読 ） 

 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６，３３１万８千円を

追加し、歳入歳出それぞれ１４億５，３３１万８千円とするものでござ

います。 
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それでは、補正内容につきましてご説明申しあげます。補正予算書の

予算事項別明細書の５ページをお願いいたします。 

最初に、歳入予算の補正でございます 

第４款 繰入金、第１項 一般会計繰入金で６，３３１万８千円を追

加し、５億６，９１７万円に増額補正をお願いするものでございます。

内容につきましては、今回の歳出の補正に伴う財源でございます。 

次に、歳出予算の補正でございます。６ページをお願いいたします。 

第１款 公共下水道費、第１項 下水道管理費、第１目 下水道総務

費では、人事異動に伴い８３６万１千円の減額補正でございます。 

第２目施設管理費では、汚水量の増に伴い、奈良県浄化センターに支

払います処理費用の増として１６８万円の増額補正でございます。 

第２項 下水道新設改良費では、人事異動に伴い５６８万円の増額補

正をお願いするものでございます。 

次に、７ページをお願いいたします。第３款 公債費、第１項 公債

費、第１目 元金で５，４１５万７千円の増額補正、第３目 公債諸費

で１，０１６万２千円の増額補正をお願いするものでございます。その

内容につきましては、平成２７年度奈良県市町村公営企業財政健全化支

援事業によるものでございます。 

この制度は、市町村の一般会計から地方公営企業の特別会計に対して

支出する繰出金におきまして、奈良県から補助及び貸し付けを行い、高

金利の地方債の繰上償還を促し、市町村の健全な財政運営を資すること

を目的とした事業でございます。 

この制度の対象は、年利率５％以上かつ残る償還期間が５年以上の要

件を満たした町債が対象となり、対象となる町債の繰上償還に対し、元

金は全額無利子での貸し付けとなり、繰上償還に係る補償金に対しまし

ては、半分を県からの補助金、半分を県からの無利子貸し付けとするこ

とができます。 

本町では、貸付日平成４年５月分が、利率５．５％、最終償還年が６

年後の平成３３年度、貸付金額が１億４，４７０万円の町債が支援事業

の対象となります。 
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この町債の元金償還の残額は５，４１５万７千円となり、５，４１０

万円を県からの無利子貸し付け、残り５万７千円は通常の一般会計から

の繰入金を財源として繰上償還いたします。 

また、繰上償還に伴い、利子償還金相当額の補償金が必要となります

ことから、その額１，０１６万２千円に対しましては、県の補助金５０

０万円、県からの無利子貸し付け５００万円、残り１６万２千円を通常

の一般会計からの繰入金により繰上償還に伴う補償金を支出いたしま

す。 

なお、県の貸付金及び補助金につきましては町の一般会計で受領する

ことから、公共下水道特別会計へは繰入金として増額補正をお願いする

ものでございます。 

それでは、補正予算書の１ページにお戻りいただき、朗読をもちまし

てご説明とさせていただきます。 

 

（ 補正予算書 朗読 ） 

 

以上、議案第５８号 平成２７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補

正予算（第１号）についてのご説明とさせていただきます。何とぞ原案

どおりご承認賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 木澤委員。 

 

７ページの繰上償還のところですね、これはこれでやっていただいた

ほうが得になると思うので別にいいと思うんですけども、参考までに、

しない場合と、した場合と、返済までにどれぐらいの金額の差が出てく

るんでしょうか。 

 

繰上償還につきましてのメリットでございますけども、当初の償還額

は元金償還が５，４１５万６，７２３円と、利子償還分を含めますと

１，０１６万１，１２９円の合計６，４３１万７，８５２円をこれから
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順次償還していくというお金になるんですけども、この繰上償還をいた

しますと、元金は５，９１０万円、端数が３７万８，９８０円ですけど

も、合計といたしまして５，９４７万８，９８１円を返す、これから返

していくことになりますので、４８３万８，８７１円、約５００万円が

町としてはメリット、減額となっているということでございます。 

 

ほか、ございませんか。 中川委員。 

 

８３６万１千円というのは何か、職員さんの人事異動に伴う減や言わ

はったけど、数が減ったわけではない、職員数。 

 

係長が異動いたしまして、そのかわり係員が１人来ていますので、人

数としては減にはなっておりません。 

 

 ほか、ございませんか。よろしいですか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、当委員会として原案どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第５８号については、当委員会として満場一致で可決す

べきものと決しました。 

続きまして、（２）議案第６１号 平成２７年度斑鳩町水道事業会計

補正予算（第１号）についてを議題といたします。 
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理事者の説明を求めます。 谷口上下水道部長。 

 

それでは、議案第６１号 平成２７年度斑鳩町水道事業会計補正予算

（第１号）につきまして、ご説明を申しあげます。 

まず、議案書を朗読させていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

それでは、補正予算書の実施計画によりご説明を進めさせていただき

ます。 

まず、補正予算書の３ページをごらんいただきたいと思います。 

収益的支出で、第１款 水道事業費用、第１項 営業費用で４月の人

事異動による人件費関係で７３万５千円の減額補正をお願いするもので

ございます。その内訳といたしまして、第１目 原水及び浄水費で４０

万５千円の増額、第２目 配水及び給水費で５１４万３千円の減額、第

４目 総係費で４００万３千円の増額でございます。 

それでは、１ページにお戻りいただけますでしょうか。 

朗読をもちまして、ご説明とさせていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

以上、議案第６１号 平成２７年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第

１号）の説明とさせていただきます。何とぞ原案どおりご承認賜ります

よう、よろしくお願い申しあげます。以上です。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 
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これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、当委員会として原案どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第６１号については、当委員会として満場一致で可決す

べきものと決しました。 

次に、（３）議案第６２号 流域貯留浸透事業（東町池）工事請負契

約の締結についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 本庄建設課長。 

 

それでは、議案第６２号 流域貯留浸透事業（東町池）工事請負契約

の締結につきまして、ご説明をいたします。 

初めに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

続いて、２枚目でございます。 

 

 （ 議案書朗読 ） 

 

 議案書の３枚目は、本工事の位置図でございます。工事場所は、龍田

单４丁目地内の東町池でございます。 

本議案は、工事請負契約につきまして、予定価格が５，０００万円を

超えますことから、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会

の議決を求めるものでございます。 

契約の相手方及び契約金額につきましては、去る１１月１３日に指名
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小林委員 

 

 

 

競争入札を行いまして、落札者株式会社中谷組、落札金額８，９２０万

８千円で、落札率は９０．０％となっております。 

恐れ入りますが、本日お配りしております資料１をごらんいただけま

すでしょうか。工事の概要でございます。 

市街化の進展あるいは近年の著しい集中豪雤等によりまして、雤水の

河川への流出量が増大し、三代川下流域におきましては、農地や道路の

冠水等が年に数回の頻度で発生をしております。本工事は、このような

中、龍田单４丁目地内の東町池において、ため池を治水利用し、河道へ

の急激な雤水の流出を抑制し、浸水被害の軽減を図るものでございま

す。 

その工事の内容でございますが、池底の掘削等によりまして治水容量

を確保いたしますとともに、張ブロック等堤体の補強をしてまいりま

す。また、貯留した雤水を序々に排水するためのオリフィスを設置いた

しますとともに、農業用水のための取水孔の設置、また、これらゲート

操作のための排水塔の設置などを行うものでございます。今回の整備工

事による東町池の治水のための貯留量は、約４，９００立方メートルで

ございます。 

工事期間につきましては、議会の議決後３５０日間とし、平成２７年

１２月１７日から平成２８年１１月３０日までを予定しております。 

以上、議案第６２号 流域貯留浸透事業（東町池）工事請負契約の締

結についての説明とさせていたただきます。よろしくご審議を賜り、何

とぞ原案どおり可決いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

ございませんか。 小林委員。 

 

事業費の関係で教えていただきたいんですけれども、当初予算のとお

り町の一般会計からの予算というのは数百万円でいいのかと、また、ど

のような地方債を活用されるのかについて。 

それとですね、今後、このようにですね、整備していかなければいけ
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ない溜池って、斑鳩町って溜池いっぱいあると思うんですけれども、そ

の中でどれぐらいの溜池をこのように整備していかなければいけないの

か、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。数について。 

 

まず、事業費の関係でございます。今回の工事につきましては、２か

年の継続事業として予算を計上させていただいておりまして、平成２７

年度が、今年度が３，５００万円、来年度が６，５００万円ということ

で、合計１億円の予算計上をさせていただいておるところでございま

す。 

続きまして、財源のほうでございますけれども、補助金といたしまし

て、国のほうの社会資本整備総合交付金、防災安全社会資本整備交付金

でございますけれども、こちらのほうが補助率３分の１となっておりま

す。また、県のほうの補助金でございますけれども、大和川流域総合対

策事業補助金といたしまして、翌年度に事業費の８％を受け入れる予定

としております。地方債の関係につきましては、すみません、確認のほ

う、させていただきます。 

それとあと、今後の関係でございますけれども、昨年度にですね、こ

の今回の工事の東町池と、西側の平太池、この２つの測量設計をさせて

いただいておりまして、来年度に東町池の工事が終わりましたならば、

続いて平太池のほうを、町の財源等の関係もございますけれども、平太

池について整備をさせていただきたい、このように思っております。 

なお、設計上の工事見込み額でございますけれども、おおむね８，０

００万円、平太池に関しましては８，０００万円というふうに見込んで

いるところでございます。 

なお、最後に、平太池以降の整備の関係でございますけれども、町の

財源、財政の状況、あるいは町内の、今現在、県のほうで内水対策等々

の検討もされているところでございますので、そのあたりも踏まえなが

ら整備をどうしていくかということは検討してまいりたいと、このよう

に考えているところでございます。 
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下水道課

池田副町長。 

 

今、本庄課長、補助金説明いたしました。起債につきましては、その

起債について、今、総合交付金のその裏については、全部起債つきま

す。ほとんど起債つきます。この起債につきましても、交付税算入がご

ざいます。今、交付税算入、年々落ちてきていますけども、その交付金

によって、５０から、大体７０％、今、公共下水は７０かな。交付税算

入は７０に落ちてきているやろ。もう４０なっている。交付税算入があ

ります。約５０％ございますので。そういう感じで。 

 

よろしいですか。 

ほか、ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、当委員会として原案どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第６２号については、当委員会として満場一致で可決す

べきものと決しました。 

次に、（４）議案第６３号 平成２７年度斑鳩町公共下水道管渠築造

工事請負契約の締結についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 上田下水道課長。 

 

それでは、議案第６３号 平成２７年度斑鳩町公共下水道管渠築造工
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事請負契約の締結についてをご説明させていただきます。 

まず、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

続きまして、２枚目でございます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

次に、３枚目をごらんください。工事位置図でございます。 

龍田西２丁目地内の路線で、北側の路線がチサンマンション斑鳩２番

館北側で、施工延長１７２．８メートルでございます。单側の路線がチ

サンマンション斑鳩５番館单側で、施工延長９７．４メートル。施工総

延長が約２７０メートルでございます。 

本議案は、平成２７年６月１５日に指名競争入札を行い、落札者が株

式会社二隆建設、落札率８９．９％の４，２４４万４，０００円で工事

請負契約を締結し、進めております３工区－２工事につきまして、変更

契約に伴う予定価格が５，０００万円を超えますことから、地方自治法

第９６条第１項第５号の規定により工事請負契約について議会の議決を

求めるものであります。 

次に、資料２をごらんください。位置図によりまして工事変更概要を

説明させていただきます。 

施工予定路線の北側工区につきましては、下水道管の埋設深さが、Ｎ

ｏ１、Ｎｏ３は約３．５メートル、Ｎｏ３からＮｏ４は約３メートルか

ら３．５メートルと深く、また、その深さの土質を、土質調査箇所②か

ら④の結果から粘性土と確認いたしましたことから、Ｎｏ１からＮｏ４

までの区間につきましては、塩化ビニル管を使った圧入二工程推進工法

による工事を予定しておりました。 

工事に着手し、Ｎｏ３からＮｏ２方向へ推進工事を始めましたとこ

ろ、途中、支障物により推進管が進まなくなり、その箇所を道路上から
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委員長 

 

中川委員 

 

 

下水道課

長 

 

 

中川委員 

 

下水道課

長 

掘削し、支障物を確認いたしましたところ、直径４、５０センチの石が

支障となっておりました。石を撤去し、進めましたところ、１メートル

ほど先で再度石に当たり止まりましたことから、複数の転石箇所がある

と判断し、施工業者とも協議を行う中で、塩化ビニル管による推進工法

から石等の障害物を掘進機械が破砕できる推進用鉄筋コンクリート管を

使用しました推進工法の小口径泥水推進工法に変更することといたしま

した。 

このことから、工事請負金額につきましては、全路線の完成に向け

て、４，２４４万４，０００円から２，０２３万８，１２０円を増額

し、６，２６８万２，１２０円とするものでございます。また、工事期

間につきましては、平成２７年６月１９日から２１５日間の平成２８年

１月１９日から５９日間を延期し、平成２８年３月１８日までの２７４

日間に変更するものでございます。 

以上で、議案第６３号 平成２７年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事

請負契約の締結についての説明とさせていただきます。よろしくご審議

賜り、何とぞ原案どおりご承認賜りますよう、お願いいたします。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 中川委員。 

 

これ、課長、４から進んでいってるの。４から３、２、１って行って

るの。 

 

当初はＮｏ３からＮｏ２の方向に推進を始め、一番先に着手したとい

うことでございます。その途中で、印で×で打っているところで石を発

見したということでございます。 

 

それなら、４から３は入っていないの、まだ。 

 

はい。Ｎｏ４からＮｏ３の区間につきましては、一番最後にする施工

の順序で進めているところでございます。 
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中川委員 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

下水道課

長 

 

中川委員 

 

 

下水道課

長 

 

ナンバーの書き方もややこしいけど、ほんだら３から４、塩化ビニル

で、また変更後も塩化ビニルやねんけど、これ、出てけえへんっていう

確信あるのかな。 

 

今ですね、下流。ちょっとすみません、ナンバーのつけ方なんですけ

ども、下流をＮｏ１としてわかりやすくしたつもりなんですけど、申し

わけございません、ちょっと。それで、Ｎｏ１とＮｏ２、Ｎｏ３、Ｎｏ

４につきましては、立杭ですね、縦穴を先にまずは掘り進めまして、そ

こから、縦穴から推進工事を進めていくという順序になっていますの

で、Ｎｏ３とＮｏ４につきましては、ほぼ、粘性土っていう、縦穴を掘

ったときの土質を確認いたしておりますので、そのときには大丈夫やと

いうことで確信いたしております。 

また、Ｎｏ２、Ｎｏ１のときにつきましては、転石は出てこなかった

ものの、礫は土質調査で確認いたしておりますけども、礫の大きさがで

すね、それほど大きくないということで、当初、塩ビ管推進で計画いた

したものでございます。 

 

今、立杭、Ｎｏ３とＮｏ４の立杭掘ったときには粘土質やから大丈夫

や言わはってんけど、それなら、これ、２と３の立杭掘ったときも大丈

夫やってんやろ、進めているいうことは。 

 

委員のおっしゃるとおり、立杭では石は出てこなかったという状況で

ございます。 

 

いや、せやから、３から４の間も、立杭では出ていないけど、また出

る可能性もあるいうことやんな、これ。 

 

可能性としては、今後出てくる可能性はあるんですけども、そのとき

には、Ｎｏ３とＮｏ４は土の管の深さが若干浅いこともあって、そのと
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中川委員 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

 

きには、最悪ですね、上から掘ってその石を撤去するという方法も残し

て、考えているところでございますけども、一応、施工業者と協議をす

る中では、Ｎｏ３からＮｏ４は大丈夫やろうということで進めていく予

定でございます。 

 

なるべく、入札終わったあとに、こんなの、設計変更するいうのもい

かがなものかっていうのもありますし、それで、何のために土質調査し

てくれてはるのかないうのもあるし。これ、土質調査のＮｏ５は、こ

れ、県道敷で調査してはるのかな。 

 

Ｎｏ５につきましては、今回の調査ではボーリングしたものではござ

いませんでして、当初、主要な幹線のときに、ここの県道敷のところで

ボーリング調査した結果に基づいて、それを参考にしているものでござ

います。 

 

そうしたらね、何でこのＮｏ３を、この下水道の整備するところから

離れたところやなしに、この近いところでしてもうておけば、そのとき

に確認できてあった可能性もあるわね。道路でできるねやったらね。５

番は道路上でしてもうていますやん。それなら、Ｎｏ３かてこんな離れ

たところで調査しやんと、もっと道路際でしてもうたら、この石、確認

できた可能性ありますよね。やっぱりそういうところを考えて調査して

もらわな、これ、無意味やからね。 

 

委員のおっしゃるとおり、道路上に近いところでボーリングの調査を

なるべく調整しているんですけども、道路上では交通規制等もあって、

ボーリングのがたいを置くことができませんので、なるべく近いところ

では探しているつもりでございます。そして、Ｎｏ５につきましては、

これ、主要な幹線のときに、工事のときにボーリングをしたもので、通

行規制がちょっとやりやすかったということもありまして、極力、これ

から今後は道路に近い部分で調査をするような方向でも進めていきたい
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委員長 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

木澤委員 

 

とは考えておるところでございます。 

 

ほか、ございませんか。 木澤委員。 

 

今回こうして途中で設計変更になって、補正を組んだ後にまた工事再

開されるというふうに思うんですけども、なんか聞いていると、あそこ

でもう既に作業をやっているよっていうの聞くんですけども、これ、

今、せやから、もともとの塩ビ管の施工としては止まっていて、まだ新

しい工法での作業は着手はされていないっていうふうに理解していいん

ですよね。 

 

今回の工事で、当初の請負金額４，２４４万４，０００円の範囲内で

今現在工事を進めているところでございまして、下流から工事をしてい

くということで進めておりまして、Ｎｏ３、Ｎｏ２、Ｎｏ１の今の推進

工事につきましては、今現在、契約の範囲内で進めているところでござ

います。单側の路線につきましては、今後、議決をいただいた後に進め

るということで、今、待機しているところでございます。 

 

ごめんなさい、单側路線って、これ、示してもうている、２つありま

すよね。今おっしゃったの、单側ってこっちのほうですか。ちょっとよ

くわからないんですけど。 

 

すみません、单側路線、チサンマンション５番館の单側に赤線を引っ

張っている、单側路線につきましては、工事に着手せずに。 

 

（「違う、下や。下が单や。だから下の赤線を待機中やね

ん、議決もらうまで。」と呼ぶ者あり） 

 

今だから、ここで石が出てきて、ここの工法を変えるのに補正予算組

もうとしていると。今、待機しているのはこっちやって言わはりました
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下水道課

長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

よね。じゃあ、こっちは工事が進んでいるんですかね。 

 

北側の、今、石が出てきているこの工法につきましては、４，２４４

万４，０００円の範囲内で進められる路線でございますので、工事は進

めさせていただいていますけども、そこでもう契約金額いっぱいまで工

事をしてしまうことになりますので、今後、单側の路線等に着手するこ

とができないということでございます。 

 

（「せやから、工法はもう変えてしまうということ。その

４千何ぼの金額の分だけ、今。」と呼ぶ者あり） 

 

よろしいですか。 

ほか、ございませんか。よろしいですか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、当委員会として原案どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第６３号については、当委員会として満場一致で可決す

べきものと決しました。 

次に、２番として、継続審査であります（１）都市基盤整備事業に関

することについてを議題といたします。 

①として、都市計画道路の整備促進に関することについて、理事者の

報告を求めます。 松岡都市整備課長。 
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都市整備

課長 

 

 

委員長 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

委員長 

 

都市建設

部長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

継続審査、都市基盤整備事業に関することについて、①都市計画道路

の整備促進に関することにつきまして、前回の委員会以降、特に報告さ

せていただく事項はございません。 

 

報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

よろしいですか。中川委員。 

 

同僚議員の一般質問にありましたけど、駅前の歩道整備の東側が完成

していて、西側の、町長との覚書、１件でも反対があれば進めないとい

う、ということは、もう可能性としてはゼロいうことでええのかな。歩

道はできないいうことで。 

 

藤川都市建設部長。 

 

今、ご質問いただきました件でございますけれども、沿道の関係地権

者の皆さま方から、全員の合意をもって進めてほしいと、もうそれでな

いと進めるなといったことがございまして、そのご要請に応えるといい

ますか、応じています。 

全く、今の現状でですね、進まないということではなしにですね、今

後、また地域の事情等変わることがありましたらですね、当然我々斑鳩

町としては、両側歩道という計画につきましては、今、消しているわけ

でもございませんので、全く今後しないということではございません。 

 

ちょっとよろしいですか。今、２番の話。まあよろしいですけど。 

 

（「都市計画道路ちゃうもんな。まあええやん、もうつい

でや。」と呼ぶ者あり） 

 

よろしいですよ。 中川委員。 
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中川委員 

 

 

 

都市建設

部長 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

都市整備

課長 

 

委員長 

 

木澤委員 

 

 

 

委員長 

 

都市建設

部長 

 

 

町としては白紙にしていないけど、まあ言うたら医院もあるし、今、

マンション建てはるところもあるし、それ、協力もらわれへんいうこと

は、もう永遠にでけへんいうことで理解しておかなしゃあないねやろ。 

 

おっしゃっていただきますように、協力いただけない状況の中ではや

っぱり実施はできないという状況であるのは確かでございます。 

 

ほか、ございませんか。  

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

次に、②として、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて、

理事者の報告を求めます。 松岡都市整備課長。 

 

②ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することにつきまして、前回の委員

会以降、特に報告させていただく事項はございません。 

 

報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 木澤委員。 

 

もともと、北側の東側の歩道をつくるという計画があって、当時も説

明受けたと思うんですけども、西側も歩道をつけるというふうになった

経緯っていうのをちょっと教えてもらえますかね。 

 

藤川都市建設部長。 

 

委員ご指摘いただいていますとおり、当初、一番当初ですね、東側一

方に確保して歩道設置していこうということでございました。そうした

中で、進む中で、当委員会の委員の方々もご審議いただく中でですね、



 - 19 - 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市建設

部長 

 

 

 

 

 

 

 

やはり両側必要ではないかといったご意見等もいただきながらですね、

その中で、町として両側を拡幅していこうというふうになったというこ

とで認識しております。 

 

お話聞くと、もともと西側は、あそこの建物建てはる人、角ですね、

医院さんが、こっち側は歩道をつくらないということを確認してあそこ

に医院をされたというふうに聞いていて、ここの委員会でも、じゃあ西

側の歩道の計画しましょうよというときにその話言うてくれはったらま

た違ったのかもしれませんけども、そういうふうになっているって我々

わからないから審議していたと思うんですよね。やっぱりそういうとこ

ろはきちっと確認しもっていかないと、計画はつくったけども実際はそ

ういう状況になっていて、逆に住民さんともめてしまうというようなこ

とになったら、やっぱりそれは町としてもまずいし、我々審議していて

も、何しているのかなと、住民さんに逆に言われてしまいますので、そ

ういうことはきちっとやっぱり計画していく中で、経緯としてね、報告

もしていただくべきですし、やっぱりそういうところを詰めた後にどう

するかっていう結論を出していくべきだと思いますので、今回、一般質

問されていまして、そういう経過なのかなというのがわかりましたけど

も、その辺については、当時、町としてはどういうつもりでいてはった

んでしょうね。 

 

当時ですね、どう言いますか、東側へ拡幅して歩道を設置するという

ことでスタート、先ほど申しあげましたようにスタートしたわけですけ

れども、その段階でもですね、各それぞれ、大勢の地権者の方々おいで

になります。その各地権者の方々との交渉、協議内容につきましてです

ね、事業の途中であまり明らかにするといったことにつきましては、ま

たそれはそれでですね、事業の進捗に支障が出てくるという可能性等も

ございます中でですね、やはり公表させていただける内容、あるいはそ

うでない内容等々、いろいろございますので、そこら辺はですね、我々

として十分勘案しながらですね、報告を申しあげるなりですね、という
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木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

都市建設

部長 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

小林委員 

 

 

 

ことを対応していく必要があるんじゃないかというふうに、当時もそう

いうことでですね、考えていたかと思います。 

 

そうすると、例えば、何て言うのかな、書面で交わしていない段階で

したら報告しづらいとか、そういうのはあるかと思うんですけども、言

うている覚書を交わしたっていうのはいつの段階の話なんですかね。計

画をつくってから、西側の歩道も整備しますよと言うてから覚書を交わ

したのか、東側の歩道を整備していて、もうその段階で、西側の計画が

できる前にもう覚書が交わされていたのかどうか、それはどうなんです

か。 

 

その覚書の時期につきましては、当然、西側にも歩道の計画がです

ね、されるということがわかったということの中でですね、そういった

沿道の地権者の方々からのご意見、ご要望等をいただいておりますの

で、その後ということでご理解いただけたらと思います。 

 

個人さんとの話の中で報告できるものとできないものとあるかもしれ

ませんけども、例えばもうその覚書ってなってしまっているんでした

ら、それはもうきちっとした約束ですのでね、やっぱりそういう状況が

あるっていうことは報告していただいておくべきかなというふうに思い

ましたので、今言うても今更の話になりますけども、それね、やっぱり

今後については、その辺も注意していただいて審議していきたいと思い

ますので、お願いしておきます。 

 

ほか、ございませんか。 小林委員。 

 

今のに関連しまして、東側歩道の单側の新しくできたアンテナショッ

プの向い側ですよね、その後の広場の計画というのは、この前ご説明い

ただいた後、どのようになっているのか、教えていただきたいと思いま

す。 
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小林委員 

 

 

 

 

委員長 

 

都市建設

部長 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

本庄建設課長。 

 

現在、随意契約の範囲内で工事の見積もりのほう、業者さんのほうに

徴収して、お願いをしておりまして、それが出てまいりましたら契約を

させていただいて、広場のほうの舗装の工事のほう進めさせていただき

たい、このように考えております。 

 

もう今の時点で、近隣の住民さんのほうにはご了解を得ているという

か、たまり場になるという可能性もなきにしもあらずですので、どうい

うふうに近隣の住民さんにご説明されて、それで納得いただいているの

かを確認させていただきたいと思います。 

 

藤川都市建設部長。 

 

近隣、隣接の方も当然おいでになるわけですけれども、この方々につ

きましてはですね、今後、調整を、お願いを含めてですね、させていた

だくといったことになります。 

 

ほか、ございませんか。よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

これをもって質疑を終結いたします。 

継続審査については、一定の審査を行ったということで終わらせてい

ただきます。 

次に、３番として、各課報告事項についてを議題といたします。 

（１）議案第５２号 斑鳩町組織機構改革に伴う関係条例の整備に関

する条例について、理事者の報告を求めます。 植村総務部長。 
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総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

木澤委員 

 

それでは、１番目の議案第５２号 斑鳩町組織機構改革に伴う関係条

例の整備に関する条例についてでございます。この条例のうち、本委員

会の所管に係る条例の改正等につきまして報告申しあげるものでござい

ます。それでは、議案の末尾の条例要旨をごらんいただきたいと思いま

す。 

要旨の、まず１の主な改正内容でございます。 

（１）の斑鳩町行政組織条例の一部改正でございます。この条例に

は、部の名称と所掌事務を規定しておりますが、文章の２行目でござい

ます、上下水道部を廃止し、その分掌事務を都市建設部に編入し、都市

建設部の分掌事務の一部を総務部に編入することといたします。 

次に、（２）の斑鳩町議会委員会条例の一部改正でございます。文章

の２行目の終わりからでございますが、建設水道常任委員会の所管を

「都市建設部及び上下水道部の所管に関する事務」から「都市建設部の

所管に関する事務」に改めるものでございます。 

次に、裏面でございます。次のページでございます。（１１）斑鳩町

河川管理条例の一部改正でございます。準用河川の台帳の保管担当課の

名称を改めるものでございます。 

最後に、（１２）斑鳩町水道事業の設置等に関する条例の一部改正で

ございます。水道事業の管理者の権限を有する町長の事務を処理する部

の名称を改めるものでございます。 

２番として、施行期日は、平成２８年４月１日に施行するものでござ

います。 

以上、議案第５２号 斑鳩町組織機構改革に伴う関係条例の整備に関

する条例のうち、本委員会の所管に係るものの報告を終わります。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

木澤委員。 

 

今回、こういうふうに機構改革されるということで、名称等の変更に

ついてはさておいて、１つは、上下水道部を廃止して、都市建設部です
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委員長 

 

副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

副町長 

 

 

 

木澤委員 

 

 

かね、に、言うたら統合するような形になりますけども、こういうふう

に変えられる理由っていうんですかね、と、体制的にはどうなるのかっ

ていうのを確認しておきたいと思うんですけども。 

 

池田副町長。 

 

まず、２部を１つにといいますのは、その課、もともとの都市建設部

につきましては、今度、２課になります、２課に。上下水道部は、２課

です。合計、足して、４課になります。２課で部というのは、やっぱり

ちょっと少ない、ほかの部との兼ね合いからして少ないということで、

１部にさせていただきました、組織としては。 

人数的には、今ある課がそのまま生きてきますので、どういう意味で

質問されたかわかりませんけども、組織的には変わらないということに

なってまいります。 

ただ、今、上水道課につきましては、上下水道部長が兼務いたしてお

りますけども、やはり今度は兼務はやはり非常に難しい面がありますの

で、上下水道課においては、当然課長を配置していくべきだと考えてお

ります。 

 

私ちょっと思っていたのは、下水道も一定進んできて、何て言うのか

な、ちょっと縮小するようなイメージあったんですけども、そういうわ

けではないということですね。 

 

その縮小は考えておりません。まだまだ下水道は進んでおりませんの

で。まだ整備率がまだまだ奈良県下でも低いほうになっておりますの

で、この状態でいかせていただきます。 

 

わかりました。 

それともう１つ、今回、まちづくり推進係のほうですかね、に、観光

とか、商工の関係も移されますけども、今実際その担当の課の中でです
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副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

副町長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

ね、どういう業務があって、それについては、移ることで何か弊害がな

いのかなというふうに心配するんですけども。 

 

ちょっと質問の趣旨、全て理解しておりませんけども、どういう業務

かいいますのは、今、観光商工係というのは、観光に関すること、それ

と商工の振興に関することをやっております。 

今後につきましては、地方創生の中でも、やはりまちづくり、活性化

いうのは町全体でやっていこうということで、今、総務部のまちづくり

政策課のほうで、観光もまちづくりであると。商工もまちづくり。それ

で、いろいろな意味で、例えばもう町全体の総合施策の、計画部門と実

行部門ありますね。町全体のまちづくりの活性化を１つの課にまとめよ

うと。それで、今後の地方創生に対応していきたいと、また、少子高齢

化社会に対応していきたいと、このように考えて、こちらへ移させてい

ただいて、より充実した施策を一体的に進めたいということでございま

す。 

 

そういうことなんでしょうけども、今ある観光産業課の中で、例えば

連携しているものとか、農業との関係とかでは支障はないのかなとちょ

っと心配になっているんですけども。 

 

今まででも観光と農業、やっておりますけども、部がわかれたところ

で、事業するについては、そんな支障はございません。今まででも、ほ

かの部におきましてもいろいろ連携して事業はいたしておりますので。

役場として事業実施しますので、それはもう職員同士、連携を密にやっ

ていきたいと考えております。 

 

よろしいですか。 

ほか、ございませんか。よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 
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委員長 

 

 

 

都市建設

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、次に、（２）として、議案第５６号 平成２７年度斑鳩町

一般会計補正予算（第４号）について、理事者の報告を求めます。 

藤川都市建設部長。 

 

（２）議案第５６号 平成２７年度斑鳩町一般会計補正予算（第４

号）のうち、当委員会所管に関することにつきまして、一括して説明を

申しあげたいと思います。 

まず、議案書の１２ページをごらんいただきたいと思います。 

議案書の１２ページ、歳入でございますけれども、第１５款 県支出

金、第２項県補助金では、第６目 土木費県補助金で、市町村公営企業

財政健全化支援事業補助金といたしまして、県が新たに補助金を交付す

ることとなり、５００万円の増額補正をお願いするものでございます。 

次に、１３ページ、第２１款 町債、第１項 町債、第２目 土木債

では、公的資金借換債公共下水道事業分といたしまして５，９１０万円

の増額補正をお願いするものでございます。 

次に、２１ページをお願いいたしたいと思います。歳出でございま

す。 

まず、第５款 農林水産業費、第１項 農業費、第１目 農業総務費

では、人事異動の影響などによりまして、人件費の補正として９万６千

円減額補正をお願いするものでございます。 

続きまして、２２ページでございます。第６款 商工費、第１項 商

工費、第１目 商工総務費では、人事異動の影響などによりまして、人

件費の補正として３１万６千円の増額を、次に、第７款 土木費、第１

項 土木管理費、第１目 土木総務費では、人事異動の影響などにより

まして、人件費の補正として５８万９千円の増額をお願いするものでご

ざいます。 

次に、２３ページ、第４項 都市計画費、第１目 都市計画総務費で

は、これも人事異動の影響などによりまして、人件費の補正として４６

７万１千円の減額補正をお願いするものでございます。 
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

観光産業

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

中川委員 

 

 

次に、第２目 公共下水道費では、公共下水道事業への繰出金といた

しまして６，３３１万８千円の増額をお願いをしているところでござい

ます。 

以上が、議案第５６号 平成２７年度斑鳩町一般会計補正予算（第４

号）についての説明でございます。よろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

次に、（３）農業委員の選出方法の変更について、理事者の報告を求

めます。 井上観光産業課長。 

 

それでは、各課報告事項（３）の農業委員の選出方法の変更につい

て、報告させていただきます。 

農業委員会等に関する法律の改正が行われまして、改正法では、平成

２７年９月４日に公布され、平成２８年４月１日に施行されることにな

っております。 

この改正に伴いまして、これまで農業委員の選出方法につきまして

は、公職選挙法に基づく公選制でありましたが、この公選制が廃止され

まして、市町村長が議会の同意を得て任命する任命制に移行することに

なりました。以上でございます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

中川委員。 

 

私、議会から農業委員会へ選出させていただいています。私が聞くの

もおかしいけど、今の委員さんの任期はいつまでですやろ。 
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課長 

中川委員 

 

 

 

観光産業

課長 

 

中川委員 

 

観光産業

課長 

委員長 

 

 

中川委員 

 

 

観光産業

課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

平成２９年の７月１９日までの任期となっております。 

 

それなら、議会としてはいつも６月議会の初日の全協で選出していた

んですけど、来年の６月、例えば議会で変更しようと思っても、委員は

かわれへんのか、かわれるのか。 

 

委員さんにつきましては、そのまま継続していただくということにな

ります。 

 

中川から中西にかわるいうのは不可能やいうことでええのかな。 

 

そういうことでございます。 

 

よろしいですか。 

ほか、ございませんか。 中川委員。 

 

町長の任命いうことは、町長が誰々さんって決めていきまんのか。そ

れとも地域からあげてきてもうた人を町長が任命しまんのか。 

 

一応、任命の流れということなんですけれども、一応、市町村長は、

任命に当たって、あらかじめ地域の農業者や農業団体、農業委員に、候

補の推薦を求めます。また、公募も実施し、その情報を公表し、推薦、

公募の結果を尊重して選任議案を作成し、市町村議会の同意を得たあと

市町村長が任命すると、そういう流れになってまいります。 

 

よろしいですか。 

ほか、ございませんか。よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 
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委員長 

 

ほかに、理事者のほうから何か報告しておくことはございませんか。 

本庄建設課長。 

 

建設課のほうより、県事業の工事発注状況につきまして、前回、１１

月の当委員会以降の状況について、ご説明、ご報告をさせていただきま

す。 

初めに、天理斑鳩線の整備でございます。前回ご報告いたしました２

工区のうち、未契約でございました阿波神社前の町道３２０号線との交

差点付近から東洋シールまでの区間につきまして、生駒市の株式会社安

田工務店と、１１月２６日付けで契約が締結されております。工事期間

は、同日、１１月２６日から平成２８年４月２８日までとなっておりま

す。 

次に、高安地区における富雄川の暫定改修工事についてでございま

す。前回の委員会でご報告させていただきましたとおり、富雄川河川改

修につきましては、西安堵井堰付近の工事に今年度から着手されており

ます。平成１２年の溢水以降、その対策につきまして、地元から強い要

望がある中で、本格的な河川改修に先立って、高安地区にある茶の前井

堰付近の両側の護岸に矢板を設置し、一部掘削することにより、暫定的

に河川断面を拡大する工事が行われるものでございます。今年度は矢板

の設置工事、来年度には掘削工事を行う予定とされておりまして、今

般、１１月２７日に入札公告がなされまして、右岸側の工事延長９１メ

ートルと左岸側の８５メートルの２工区に分けて工事が予定されており

ます。 

工事期間は、両工事とも１２月２５日から、来年、平成２８年４月２

８日までの予定で、開札日は１２月１８日となっております。 

以上、県事業の工事の発注状況に関する報告とさせていただきます。

よろしくお願い申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、何か質疑、意見があればお受けいたしま

す。 
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委員長 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

観光産業

課長 

 

よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

ほかに、何か報告しておくことは。 井上観光産業課長。 

 

聖徳太子市について、報告をさせていただきたいと思います。 

平成２１年度、２０１０年から始まった斑鳩市は、例年多くの来場者

で賑わい、町内外に多く認知されていたところでございます。 

このような中、２０２１年に聖徳太子１４００年御遠忌を迎える中、

聖徳太子をつうじた新たな縁でつながる物産展を開催し、さらなる斑鳩

町の観光・商工の充実・発展につなげるため、聖徳太子市に名称を変更

を行いました。 

それで、開催日でございますけれども、１月１６日の土曜日、１７日

の日曜日には、聖徳太子市～冬の陣～を開催いたします。また、２月２

０日土曜日、２月２１日日曜日には、聖徳太子市～斑鳩町に各地名産届

きます～いうことで開催させていただきたいと思います。 

以上、聖徳太子市についての報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

木澤委員。 

 

これ、当初予算でも斑鳩市については年１回から３回にということで

言うてはりましたけども、夏に１回やらはったのはあれですけども、こ

の１月と２月と連続でやるっていうふうに、この日程的には、何でこう

いう日程にされたんでしょう。どういう意図があるんでしょう。 

 

やはり冬場の観光の閑散期と時期を考えまして、その中で、年明けの

１月の当初と、時間あまりないんですけども、その期間が一番の閑散期

というところで、この時期に設定させていただいております。 
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閑散期に、言うたら目玉をつくりたいという思いもあるかなと思うん

ですけど、季節によって特産物っていうのはまた違うかなというのもあ

りますので、やっていく中で、そうした点についてもまたご検討いただ

ければなと。 

 

ほか、ございませんか。よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

ほかに報告することはございませんか。 

 

  （ な  し ） 

 

以上で、各課報告事項についても終わらせていただきます。 

次に、４番目として、その他について、各委員から質疑、ご意見があ

ればお受けいたします。 中川委員。 

 

下司田池、今は町で管理してもうているのかな思いますねんけど、過

去に組合員やった人がね、水神さん祭ってあるねんけど、どんな取り扱

いしてもうているねんやろと、こう言わはりますねんけど。 

 

池田副町長。 

 

恐らく祭ってあるのが、一番单側のほうかと思います。水利組合と話

ししたときに、もうそれ、ちょっと今、僕、記憶していない、報告受け

ていないわけで、水利組合と話しされておると思いますけども、水神さ

ん自体を町で、まず、管理することができませんので、宗教の関係がご

ざいます。それはもう町で管理できませんので、水利組合とその分につ

いては話はできておると思うんです。ですから、それをどこかへ、移転
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観光産業

課長 

 

先を探していただくとか、に、話はなっておると思うんですけども。そ

れまではそこに置いておくということになってこようかと思います。よ

く、道路のところに地蔵さんが置いてありますわね、そういう格好にな

ってこようかと思いますので、今は一応祭っているけども、それについ

ては、恐らくたまに掃除したり、お祭りですからね、お花供えたりいう

のは水利組合やっておられると思いますけども、今後それについて、ち

ょっと、もう１回水利組合とお話しさせていただきたいと思います。 

 

もう組織も解散してはるしね、もう町で管理できやへんことであれ

ば、神社へ返すのか、お寺へ返すのか、私もはっきりわかりませんけ

ど、もう、処理いうたら怒られるけどね、してもらわんと、町が管理す

る物件の中に、ずっとそれ、置いておいても、何かあったときにね、そ

れの責任になってもかなわんし、その辺、またちょっと、旧の役員さん

とちょっと話ししておいてもらいたいと思います。お願いします。 

 

ほかにございませんか。よろしいでしょうか。 小林委員。 

 

先ほどからまちの活性化ということでお話しされていて、ふと、関連

して思ったんですけれども、今、町のまちなか観光の関係でですね、

今、まちなか観光景観、何か、補助金の関係、あれ、今年度、今どうい

う状況になっているのか、また、それとあわせまして、９月に報告のあ

りました地域経済循環創造事業補助金か何か、１０区画の分、あれもこ

の３か月でどういう動きがあったのか、ちょっとご報告いただきたいな

と思います。 

 

井上観光産業課長。 

 

まちなか観光景観形成事業の補助金につきましては、今年度７件の応

募がありまして、順次、事業のほう、完成したものもございます。 

地域循環のほうにつきましても、経済循環のほうにつきましても、順
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次、工事等取りかかっておられまして、順調に進んでいるという状況で

ございます。 

 

法隆寺周辺の用途地区の規制緩和の関係で、常楽市で歩かせていただ

いたらパン屋さんがオープンされていたんですけれど、あのパン屋さ

ん、すみません、どの補助金を使われたのか、ちょっと教えていただき

たいのと、それともう１点、今、ご報告にありました１０区画のうち

の、今、順次改装されているっていうふうにおっしゃいましたけれど

も、それは、これ、審査っていうのはどういうふうな、審議会っていう

か、どういうふうなメンバーで、この補助金が適正に。応募がありまし

て、その中で審査され、どのようなメンバーで審査されて、何件、今、

改装工事されているのか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

 

まず、パン屋さんの件なんですけども、これは、まちなか観光景観形

成事業補助金のほうで、町のほうで補助を出している分で、外観だけの

部分です。内観は当事者のほうでやっていただき、内装等はやっていた

だいているということでございます。 

 

駅前と法隆寺周辺の合計１０区画というふうにね、３か月前にお話い

ただきまして、１０区画ですので、１０区画のうち、いま、何区画申請

あって、通って、今どのような状況で。例えば、駅周辺３区画、法隆寺

周辺７区画というふうにおっしゃいましたけどね、それが今、どっちに

何区画ずつ、着実に事業が進めているのかというか、そういうご報告

も、斑鳩町の観光というか、活性化がどのようになっているのかという

観点でお聞かせいただきたいなと思いまして。 

 

藤川都市建設部長。 

 

今、委員、ご質問いただいておりますのは、法隆寺の駅前の７区画

の。 
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  （「３区画」と呼ぶ者あり） 

 

失礼。駅前では３区画。お寺の、東大門の近くで１０区画。 

 

  （「７区画」と呼ぶ者あり） 

 

ああ、７区画。合計１０区画。チャレンジショップのことのご質問か

と思いますけれども、ちょっと、具体的にですね、出店者がどこまで進

められているかは、ちょっと今のところ私どものほうではちょっと認識

をしていないところでございますので、また事業者のほうにも確認して

まいりたいと思います。 

 

すみません、ちょっと認識が間違っていましたけれども、地域経済循

環創造何とか事業いうて、この前、３か月前にご説明いただいたのは、

町のほうでお金は出すけれども、審査に関しては町のほうは関係してい

ないという認識でいいんですかね。 

 

池田副町長。 

 

まず、地域経済循環型につきましては、総務省の補助金になっており

ます。それにつきましては、まず、その建物を店舗に、まずしますよ

と。それで、どれぐらいの店舗にしますよ、１店舗にする場合もある

し、今、今回のように、駅前３店舗、それで法隆寺で７店舗、その中で

区画やって、助成の、起業家の支援をしますよということで、総務省の

補助金になっておりまして、それで今、工事をされておるということで

ございます。申請者は、それに基づいて、その起業家を今現在募集をし

ておられるという、そのように聞いております。 

申請者が全てこの７店舗するんじゃなくて、その中に、今、言われま

したように、起業家を募集しておられるということでございます。 
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すみません、恥ずかしいな。３区画とか、７区画ということですね、

１店舗の中に、例えば３区画があったり、７区画があったりするという

認識ですね。 

 

そういうことです。法隆寺のほうも、古民家がございますので、それ

を改造して、申請では７区画をしますよということで補助金をもらって

おられます。 

 

よろしいですか。ちょっと私のほうから、今のちょっと質問の中で

ね、持ち主さんのほうは、その方々にしたら、その人の場合は補助金を

申請されているのか、また、借りられるんでしたら、それの借りられる

までの間は、家賃というのは発生するのか、ちょっとその辺を教えてい

ただきたい。  

 

申請者は、借りられる方がされます。その中で、家賃をどうされるか

といいますのにつきましては、こちらのほうでは把握はいたしておらな

い状況です。当然、常識的に考えたら、家賃は払われて、空家の解消に

もなってくると、空家の有効活用をされると、こういうことでございま

す。 

 

ほか、ございませんか。 中川委員。 

 

申請は、副町長、どこへしますの。補助金の申請は。 

 

町経由の、総務省です。総務大臣の認定になっています。 

 

せやから、町が窓口いうことは、今、何件申請出たるかっていうよう

な、数の把握はできたるのかな。 
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それはできておらない。当初の補助金の申請はされます。この場所

で、こういう建物で、補助申請をしますということで。あとの経過につ

いては、完了検査で総務省へ町経由で出すだけになってまいります。

今、当初申請が７区画でやっておられても、最後、例えばある人が２区

画使うてされた場合でしたら、６戸になりますわね、最終的には。区画

としては７区画されるけども、そういう結果になってこようかと思いま

す。 

 

営業しはる人が申請する言うたやんな。 

 

営業しはる人って、それを改装して、この全体を計画された人が申請

者です。それで、中は、テナントなってきますので。 

 

よろしいですか。 

ほか、ございませんか。 

 

  （ な  し ） 

 

ほかにもないようですので、それでは、継続審査についてお諮りいた

します。 

お手元に配布しております閉会中の継続審査の申出書のとおり、当委

員会として引き続き調査を要するものとしてこのように決定したいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよ

う、よろしくお計らい、お願いいたします。 

以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了いたしまし
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た。 

なお、本日の委員会報告のまとめにつきましては、正副委員長にご一

任いただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会に当たり、町長の挨拶をお受けいたします。 

 

  （ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、建設水道常任委員会を閉会いたします。 

ご苦労さまでした。 

（午前１０時１４分 閉会） 

 


